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この事業は、競輪の補助金を受けて実施したものである。
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デー タベースは、わが 国の情報化 の進展上、重要 な役割 を果 たす もの と期待 されてい る。

今後 、デー タベースの普及 に よ り、わが国にお いて健全 な高度情報 化社 会 の形成 が期待 され

る。 さらに海外 に対 して提供可能 なデー タベ ースの整備 は、国際的 な情報化へ の貢献 お よび

自由な情報流通の確保 の観点か らも必要 である。 しか しなが ら、現在 わが 国で流 通 してい る

デー タベースの 中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎない のが現状 であ り、 わが国デー タベ

ースサ ービス ひい てはバ ラ ンスあ る情報産業の健全 な発展 を図るため には
、 わが 国独 自のデ

ータベ ースの構 築お よびデ ータベ ース関連技術 の研 究開発 を強力 に促 進 し
、 デー タベースの

拡充 を図る必要があ る。

この ような要 請 に応 えるため、働 デ ータベース振興 センターで は 日本 自転 車振興会 か ら機

械 工業振興資 金の交付 を受 けて、デ ータベースの構築お よび技術 開発 について民 間企業 、団

体 等 に対 して委託事 業 を実施 してい る。委託事業 の内容は、社会 的、経済 的、国際的 に重要

で、 また地域及 び産業 の発展 の促 進 に寄与す る と考 えられてい るデ ー タベースの構 築 とデ ー

タベ ース作成 の効率化 、流通 の促 進、利用 の円滑化 ・容易化 な どに関係 した ソフ トウェア技

術 ・ハー ドウェア技術 であ る。

本事業 の推進 に当た って、 当財 団 に学識経験者の方々で構成 され るデ ー タベース構 築 ・技

術 開発促進委員会(委 員 長 東海大学教授 上條 史彦氏)を 設置 してい る。

この 「オーサ リング型 地図付 ガイ ドデータベ ースのプロ トタイプ構 築」 は平成9年 度のデ

ータベ ースの構 築促 進 お よび技術 開発促進事業 と して
、当財 団が財 団法人地図情報 セ ンター

に対 して委託 実施 した課題 の一つ である。 この成果が、デ ータベ ースに興 味 をお持 ちの方 々

や諸分野の皆様 方のお役 に立 てば幸 いである。

なお、平成9年 度 デ ー タベースの構 築促 進お よび技術開発促 進事 業 で実施 した課題 は次表

の とお りである。

平成10年3月

財団法人 デ ータベ ース振興 セ ンター



平成9年 度 デー タベース構築 ・技術 開発促 進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1
インターネ ッ ト型先進材料DB活 用 プログ ラムの

開発

働次世代金属 ・複合材料研

究開発協会

2
インターネ ッ トを利用 した イベ ン ト関連情報 に関

す るデー タベースの構築

從 日本イベ ント産業振興協

会

3
オーサ リング型地 図付地域 ガイ ドデータベースの

プロ トタイ プ構 築
働地図情報センター

4 高齢者在宅介護情報のデータベース構築 ㈱ フォワー ド

5
筑波研究学園都市研究便覧インターネット対応化

事業
㈱筑波出版会

6 建築行政指導要綱のHTMLデ ータベース構築 日本建築法令㈱

7
中小小売業のための商品仕入れ情報データベース

プロトタイプ構築
㈱店舗 システム協会

地域活性化 8 新 聞記事 ・画像 デー タベ ース構築 琉球新報社

技 術

9
イメージファイリングの効率的活用を目指す書誌

情報データベース検索技術の構築
㈱会議録研究所

10
やわらかい分散オブジェク トシステムに関する調

査研究

㈱ シネ ・ジャーナルプ ロダ

クシ ョン
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1.オ ーサ リング型地 図付 地域 ガイ ドデータベース とは

1.1オ ーサ リング型 デ ー タベ ー ス開 発 の 契機

地図の形態 とその利用についてはここ数年、大 きな変化が起 こりつつある。それは

電子メディアへ と広がった新 しい地図の世界である。

地図はいままで紙や樹脂フィルムに印刷 され、1枚 もの(地 形 図な ど)、冊子(ア トラ

ス=地 図帳、道路 地図帳な ど)、 ガイ ドマ ップ(ガ イ ドブ ックの型式 を とり地図や写真

を主体 としたもの)な ど印刷物 ・書籍の形 をとっている。 しかし、地図や地図情報の電

子化への動 きは他の印刷情報(テ キス トや写真 、絵 画な どの画像)に 比べ遅れていた・

それは、画像情報の一種 と考えられている地図が、一般に考えられる以上に情報の種

類が多く、密度 も高いか らである。地図の要素 には、地名などのテキス ト情報、地図

記号(卍 や.'.)な どの記号情報、建物 な どの アイコン情報、等高線や道路などのベク ト

ル情報、標高などの数値情報、市町村界や閉水面(池 や湖 な どの 閉 じた水面)な どの面

情報な どが混在 し、その どれ もが意味 を持 って"地 図"と い う画像 を構成 している。そ

のため、地図を単純に高密度 ビットマップ画像 として扱って もマイクロフィルムや複

写 と同様であり、地図データの利用の一面で しかない。そこで、最近はこのような地

図の特性をを様 々な方法で克服あるいは回避 しなが ら電子化の動 きが出てきている。

現在、地図制作(印 刷)の 現場で はポス トスク リプ ト技術によるDTP(DeskTopPublish-

ingも しくはDeskTopPrepress:パ ソコンを使 って印刷物 を作成 すること)化 が進 んでい

る。従来のスクライブ法(遮 光膜 を塗布 した フィルムを針 でけがいて版にする。特殊な

技術が必要)に 変 わ り、パー ソナル コンピュータによって地図を描 き、印刷(製 版)フ ィ

ルム として出力 する ことがで きるようになった。 このDTP化 によ り、デ ィスプ レイに

描 かれた地図をそのまま印刷物 とすることができる。カラー地図を通常のカラー4版 で

製作 が可能 とな り(い ままでは線版 な ど多い ときは十数版が必要)、 作 製 した地 図デー

タをMOな ど電子 的 に管理 で きる(い ままで はフィルム を倉庫 に保管 していた)よ うに

なった。 また、デー タの再利用や他の電子メディアヘデータ変換が可能 とい う点も注

目されている。つまり、地図を製作 したデータを利用 しインターネットやCD-ROMに

利用するこ とが可能 となったのである。 また、地形の3次 元数値 デー タ鳥敵 図化 する

ことが可能 とな り、専 門技術であった地形の陰影表現 も自動化 された。

一方、カーナビゲーシ ョンの登場により地図利用の変化が起こった。道路地図をベ

ク トル化 し、CD-ROMに 搭載 、衛星か らの位置情報 を得 てディスプレイにリアルタイ

ム表示するといった技術は地図、特に道路地図の制作者に大 きなインパク トをもた ら
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した。一 方 、独 自のエ ンジ ンに よる地 図CD-ROMが 出現 した。 主 に地 図 ・ガ イ ドブ ッ

ク出版社 が発 行 して い る この種 の 製 品 は、 い わ ば コ ン ピ ュー タで見 る地 図 とで も言 う

べ き もの で 、 パ ソ コ ンシ ョップや 書店 な どで各 種 販 売 され て きて い る。

さ らに、 オ ーサ リ ン グ(後 述)に よる画像 関係 地 図出版 物 も販 売 され て きた。1996年

に は大 英博 物館 の 古 地 図 コ レク シ ョン もCD-ROM化 され た。

WINDOWS95やMacOSな ど、 マ ル チ メデ ィア に対応 した オペ レーテ ィ ン グシ ス テ ム

(OS)や 様 々 なエ クス テ ンシ ョン、高 速 なCPU、 専 用 グ ラ フ ィ ックLSI等 が 開発 され 、家

庭 用 パ ソ コ ンで も高度 な マ ル チ メ デ ィア コ ンテ ンツが 利 用 され る よう に な った 。 この

よ うな環 境 の もとで 地 図 の マ ルチ メデ ィア化 は今 後 も着 実 に進 展 す る こ とが予 想 され

る。

1.2オ ーサ リン グ型 デ ー タベ ース の調 査 内容

オ ーサ リ ング型 地 図付 地域 ガ イ ドデ ー タベ ース(以 下 、 本 デ ー タベ ース とい う)は こ

の よ うな状 況 の 中で 、地 図 デ ー タベ ース の方 向性 を探 る 目的 で計 画 され た 。

オ ーサ リン グ(authoring)と は文 字 や画像(静 止 画 ・動 画)、 音声(音 楽 、人 の 声)な ど、

様 々 な素材(オ ブ ジ ェ ク ト)を 組 み 合 わせ 、 イ ン タラ クテ ィブ(interactive:対 話 型)な 新

た な ソフ トウ ェア(以 下 、 ソ フ トとい う)を 作 成 す る もの で あ る。 こ れ を作 成 す るソ フ

トが オ ーサ リ ン グア プ リケ ー シ ョン(以 下 、 オーサ リン グ ソ フ トとい う)で あ り、作 成

され た ソ フ ト(も し くは フ ァイ ル)は 一般 にマ ル チ メデ ィア作 品 と呼 ばれ る。本 デ ー タ

ベ ー ス は簡単 に言 え ば デ ー タベ ース の マル チ メデ ィア化 の た め の調査 プ ロ トタイ プで

あ る。 調査 内 容 は以 下 の とお りで あ る。

① オ ーサ リ ング ソ フ トに よっ て地 図 デ ー タベ ース が構 築 で きるか

② 地 図デ ー タベ ース を構 築 す るた め の必 要 条件 は何 か

③ 構 築 した もの が 実 際 デ ー タベ ース と して利用 で きる か

④ オ ーサ リ ング ソ フ ト利 用 に お け るメ リ ッ ト、 デ メ リ ッ ト

⑤ 実 際 の 制作 に当 た って の留 意 点 と実際 の 制作

以 上 の5つ の 課 題 に対 して多 角 的 に調査 す る ため 、 オ ーサ リ ング ソ フ トを使 用 して

実 際 の 画像 付 デ ー タベ ー ス を構 築 す る こ と と した。

3



1.3調 査 の実施体制

本 データベースを構 築するに当た り、学識経験者とマルチメディア実務者を中心に

構成する「オーサ リング型地図付地域ガイ ドデータベース検討委員会」を設置 した。

委員長 森田 喬 法政大学 教授

委 員 鈴木 厚志 立正大学助教授

〃 堀江 元(株)平 凡社 地図出版顧 問

〃 島森 功 東海大学非常勤講師

〃 山本 俊治 山本デザイン研究所

事務局 久田 龍二

〃 西田 守

〃 塩川友弥子

〃 村野 京一

(財)地 図情報 セ ンター 理事 ・事務局長

(財)地 図情報 セ ンター 事務局次長

(財)地 図情報 セ ンター 研究員

(財)地 図情報 セ ンター 研究員

1.4オ ーサ リング ソ フ トとデ ー タベ ー ス ソ フ ト

本 デ ー タベ ース の考 え方 は従 来 の デ ー タベ ー スの構 造 とはか な り異 な る。例 えば、

通 常 の デ ー タベ ース ソ フ トで扱 う デ ー タ に比べ 、 オ ーサ リ ング ソ フ トの扱 うデ ー タは

多 種 類 で あ る。 また デ ー タ管 理 はDBMS(デ ー タベ ース ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム)で

は な く、 カ ー ド、 ス テ ー ジ、 キ ャス ト、 オ ブジ ェ ク トとい っ たデ ー タベ ース で は使 わ

れ ない型 式 で あ る。 また 、実 行 を管 理 す るの は ス コア とい っ た時 間関数 や 、 イベ ン ト

とい った イ ン タラ クテ ィ ブ関数 を使 用 す る。 また 、 キ ー ワー ドで デ ー タその もの を検

索 す るの で は な く、デ ー タの存 在 す る カー ドや ス コア を探 す とい う、い うな れ ば図書

館 の リフ ァレ ンス カ ー ドに類 す る検 索 方 法 を とる。

オ ーサ リ ン グ とい う概 念 を最 初 に実現 した の はHyperCard(AppleComputer社)で あ

る。 これ は、 カー ドに様 々 な機 能 を持 たせ 、そ れ らを ま とめ て ス タ ック とい う フ ァイ

ル を作 成 す る。 こ れ にH)iperTalkと い う言語 で様 々 な動 作 を行 わせ る。HyperCardは 基

本 的 に カ ラー を扱 えない た め に様 々 な類似 ソフ トが 出 され たが 、最 近 で はOracleMedia

Object(オ ラクル社)がHyperCardの 概 念 に近 い オ ーサ リ ング ソ フ トと して登 場 した。 こ

れ もHyperTalkの よ うにOracleMediaTalkと い う言 語 を使 い 、多様 な動 作 を行 う こ とが

で きる。

一方
、 ア ニ メー シ ョンの分 野 か らオ ーサ リ ングの分 野 に進 出 して きた ソ フ トがDirec-

tor(マ ク ロ メデ ィア社)(最 初 はVideoWorks)で あ る。HyperCardが カー ド単位 で オ ーサ
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リ ング を行 って い たの に対 し、Directorは アニ メ ー シ ョンの舞 台 で あ る ス テ ー ジ とそ の

上 で ア ニ メ ー シ ョンを行 うキ ャス トか らな り、 そ の動 きを管 理 す るの が ス コア、 ス ク

リプ トと してLingoと い う言 語 を使 用 す る。

一 方
、 従 来 の 書 籍 を延 長 した ソ フ トウ エ ア も 出 現 した 。 エ キ ス バ ン ドブ ッ ク

(Expandedbook、Voyager社)は コ ン ピュ ー タ上 で 書籍 を シ ミュ レー トす る ソ フ トウエ

アで 、 しお りや 検 索 な どの機 能 が充 実 してい る。 一般 書 籍 の よ う に縦 書 き も可 能 と し

て い る。 ア ク ロバ ッ ト(AdobeAcrobat、Adobe社)は 、DTPで 作 成 さ れ た 文 書 をPDF

(PortableDocumentFormat)と い う電子 ドキ ュ メ ン トにす る ソ フ トウエ ア で あ る。 これ

もペ ー ジ ジ ャ ン プ 、 関 連 文 字 列 の 検 索 な どの 機 能 が あ る 。 い ず れ に して もデ ィス プ

レー 上 で様 々 な デ ー タ をあ た か も書 籍 を読 む よ うに表 示 で きる こ と を 目 的 と して い

る。

これ らに共 通 す る点 は、 それ は ラ ンタ イム(自 己実行 形 式)も し くは フ リー(自 由配布)

の プ レーヤ ー ソ フ トに よ り、作 成 した ソ フ トな しに実効 動 作 す る こ とで あ る。 通常 、

デ ー タベ ー ス そ れ 自体 は デー タベ ー ス ソ フ トな しに利 用 す る こ とが で き ない の と大 き

な違 い で あ る。

1.5地 図の持つ特異性

さて、地 図 を電子化するに当た り、い くつかの問題点 を述べる。最初の問題は地図

の持つ情報量の多 さである。例えば千代田区1万 分の1地 図 を見 る と、 その情報量 は膨

大である。千代田区は国土地理院1万 分 の1で は「日本橋」、 「新宿」(一部 「新橋」)に分か

れているが、両者合 わせ て同区の地名、町名、建物名などは約2500以 上、描 かれてい

る建物 な どは10万 を超 える。 さらに、幅1.5m未 満の

道路 も表示 され、描 かれ る記号種類は50種 類以上 に

なる。

この情報 を完全 にCRTな どで表示 ・再現 す るこ と

は難 しい。期待 され るハ イビジ ョン地図ディスプ

レーなどの精細デ ィスプレー技術が一般化するまで

にはかな りの時間を要する。また、情報量 も膨大 と

な り、紙の地図1枚 相 当に何十MBも の容量 を必要 と

する。大容量 メデ ィア(DVD-ROMな ど)の普及 によ

りフ ァイル保存 な どは早期 に解決 される ものと考 え

図1-11万 分 の1地 形 図(部 分)
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られるが、それだけの容量のファイルを迅速 に表示 ・検索させ るためにはCPU、 画像

表示 プロセ ッサ ーの一層 の性 能向上が必要 とされる。

また、地図はかな り広範な地域 を一覧する必要があ り、印刷面積 と使 い勝手が相反

する制約がある。例えば、現在の国土地理院の地形図 も今後はA1判 化 されるため、

全 国 をカバ ーす る枚数は現在の4365枚 が約2500枚 となる。 これに よ り今 まで2枚 で表

示 されていた地域が1枚 です むようになるが、大判化のため保存や利用に際 して扱い

が煩雑になる可能性がある。

さらに地図(地 形 図)で 最 も細 い線 は0.1ポ イン ト程度 を使用 しているが、通常のCRT

では1ド ッ トが約0.5ポ イ ン ト以上 のため、拡大 しなければ正確な線 は再現できない。

このように、紙地図(地 図情報)を デ ィスプ レーで完全 に代替 させるにはまだ課題が

多いため、情報の間引 き、デフォルメが必要 になる。例えば通常の地図では二重線で

表示される道路や鉄道の単線での表示、一定サイズ以下の道路や建築物の省略、コン

ター(等 高線)の カラー表示、表示 文字の選択 などが必要 となる。

逆に紙地図では不可能なことがマルチメ

ディア地図では可能となる。例えば、任意

(複数)の 倍率(縮 尺)の 表示、不要 な情報 を

隠す(非 表示)、 マルチ ウイン ドウによる複

数地図の同時表示、関連情報の表示、関連

マップへのリンク、経路や乗 り物時刻の自

動探索、鳥鰍図等の立体表現 などはいまま

での地図では不可能だったことである。ま

た、アップデー トが容易になるなど、印刷

に対するア ドバ ンテージ も見逃せない。

このように紙地図と電子地図は今後相互

に補完 しながら棲み分けていくと考えられ

る。

図1-2ガ イ ドマ ップ:左 上の鎌倉 の例で は、

鎌倉 の全体 図(下)が イ ンデ ックスの役割 を果

た している。
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1.6ガ イ ドブ ック とは

1枚 ものの地図に対 し、地 図、写真 、イラス ト、文章など各種情報を冊子 とした も

のが「ガイ ドブック(地 図中心の もの をガイ ドマ ップという場合 もあ り、B5版 などの大

型の もの をム ック と呼ぶ場合がある)」や 「ア トラス:地 図帳」である。出版 ・書籍流通

で はガイ ドブック ・ガイ ドマ ップとア トラスなどは区別 されているため、本 デー タ

ベースはガイ ドブックのシミュレーションを目標としている。

本データベースが目指すガイ ドブックのシミュレーションとして、現在、市中にあ

る様々な地域ガイ ドブックを調査 した。一般的なガイ ドブックの大まかな構成は次の

通 り。(昭 文社 、実業之 日本社 、JTB出 版な どのガイ ドブ ックか ら調査)

① 目次 ・使い方 ・凡例

② イ ンフ ォメーションガイ ド:例 えば海外 旅行 ガイ ドな らパ スポー トや気候、通

貨、電話、交通、 トイレ、病気 ・けが等の対処、簡単な会話など総括的なガイ ド、

国内ならそこに至るアクセス、季節別情報などか ら始まる。各種凡例 などもここ

に置かれることが多い。

③ ガイ ドマップ:そ の地域 を把握 するため、広範囲な地図が入る。全体地図がイン

デ ックスや目次の役割を果たす。 ドライブマップを兼ねることも多 く、複数の地

図を同一縮尺で並べ ることが多いため、市街図などは本文内に置 くことがある。

また地図を巻末に もつ場合 も多い。

④個別情報:地 域別 、 ジャ ンル別、 目的別の情報。文章が中心で、部分地図(サ ブ

マ ップ)や 写真 な どが入 るガイ ドブ ックの中心部分である。部分地図はイラス ト的

な略図から建物が入った詳細 なものまで、また建物や地下街の内部や商店街図な

ど様 々な形態がある。通常、文字情報にはその位置を示す地図上のグリッドが付

いている(例 えば「21ページ、C-3」など)場合が多い。 また、最寄 り駅、停留所 など

も掲載 されている。

⑤その他の目的別地図:道 路分岐 な どを詳細 に描 いた り、駐車場マ ップ、鉄道 ・バ

スマップなど、目的に特化 した地図(主 題 図 とい う)。

⑥ ガイ ドブ ックのサ イズはハ ンディな新書版程度のものから、ムック形式のもの(B

5版 が主流)ま で数種類がある。'ムックは写真 の レイアウ トの 自由さと地図を大 き

くとれるところか ら最近では力 を入れる出版社 も多い。
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1.7ガ イ ドブ ックの オ ーサ リン グ型 デ ー タベ ー ス化 と は

ガイ ドブック(書 籍)の オーサ リング型デー タベ ース化 とは、ガイ ドブックを一種の

デ ー タベ ース と考 え、 それ を読 む とい う行 為 をデー タベ ースの ブ ラウジ ング

(Browsing:情 報 を読 む、 もしくは探す)と 同義 に考 える。多 くの オーサ リングソフ ト

にはデータベースに必須な検索機能がない、もしくは貧弱なため、ガイ ドブック(書籍)

か ら必 要なデー タを探すの と同様 な作業が必要である。例えば、ブラウジング(パ ラパ

ラめ くる)や 目次、索 引(情 報 を何 らかの形で一覧化す る)の 利用な どである。 オーサ リ

ングソフトによるガイ ドブックはそれに加えてリンク型の探索(百 科事典 の参照項 目指

示やHTMLの ハイパ ーテキス トの ように、関連 した内容にリンクする)、 逆 ツリー型の

探 索(よ り深 い階層 に枝分 かれ しなが ら進む)な どを駆使す る必 要が ある。 そのため、

目的データの検索(こ の場合、探索 に近 い)を 行 な うには絞 り込 みの効率化 やデータ間

の リンクといった関連づけを考慮せねばならない。つまり、オーサ リングによるデー

タベース構築の鍵は、各情報 をいかに斜め読みに近い感覚でブラウジングす るかと

いったものになる。

今回、オーサ リングにより作成するのは、千代田区の公園データベースである。こ

れは目的が"オ ーサ リングソフ トに よ りデータベースを作成する"と い うことが 目的で

あ り、公 園 をはじめ とする特定のデータベースの作成が 目的ではな く、作業上、千代

田区内の公園はデータの収集が容易で、地図などの作製にも便利だからである。今回

はいわゆる「緑の遊び場ガイ ドブック」に類するオーサリングプロトタイプを目指す。
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2.デ ー タベ ース構成要素(コ ンテ ンツ)の 作 成

オーサ リング型データベース設計 を行 うためには通常のデータベース作成 と異な

り、コンテンツ(内 容)や オブジェク ト(オーサ リングで使用 される部品のようなもの)

の基本設計や仕様 を検討す ることから始める必要がある。ここでは、市販のオーサ リ

ング作品を参考に具体的な設計 を行った。

2.1基 本的 な画面 設計

画面設計、特 にオブジェク トやカー ドを動作 させるためのインターフェース(コ ン ト

ロール)は 、使い勝 手が直接 に反 映 される部分であり、十分 に検討 しなければならな

い。例えばマウスでクリックするポイン トは適切に表示する、無駄なクリックをさせ

ない、小 さい指示 しに くいクリックエリア(マ ウスポイ ンターで クリックす る場所:コ

ン トロールアイコンな ど)は作 らない、意味が伝 わらない曖昧な形や色のボタンは使用

しない、クリックが適切に行われたかを表示する(ク リック音やポイン トの ブリ ンク:

brink:ま たた き)、次 に何 が表示 されるか暗示的に表示するなど、このような点を配慮

しなが ら画面設計 を行 った。

2.1.1表 示画面 サ イズの決定

表 示画面 サイズ については、VGAか らSXGAま での標準 的な画面サ イズがあ るが、

ビッ トマップを前提 とする現在のオーサリングソフ トでは、再生時に自由な表示サイ

ズを設定することがで きないため、最 も制約が大きい(狭 い)画 面サ イズ を想定す る必

要が ある。そこで、市販 もしくは雑誌等掲載の様々な(約40点)オ ーサ リング作 品 を調

査 した結果、半分程度の作品が初期のIBMPCの 主要画面サ イズであるVGA(640×480

ドッ ト)サイズ を採用 していた。 このサイズは現在の主流であるXGAな どに比べ狭 く、

地 図な どの精細 表示にはかな り制約を伴 うが、VRAMや デ ィスプ レーな どの制約 に

よって このサイズでなければ16bit以上 のカラー表示が不可能 なパ ソコンもまだ存在す

る。そのため、今回はVGAサ イズ を基本画面サ イズ と して選択することに した。な

お、より大型ディスプレーの表示範囲外(余 白)については、黒 もしくはグ レーでオペー

クする。将来的にはWWWブ ラウザで使用 されるMacromediaFRASHな どの ドロー ・ア

ニメー シ ョンアプ リケーシ ョンや画像合成アプリケーシ ョンのLivePictureの ような解

像度 に制約 を受 けないオーサリングソフ トの開発を期待 したい。
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図2-1パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ で よ く使 用 され る画 素 数
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10

・



2.1.2有 効 画 面 サ イズ

まず 、有 効 画 像 サ イズ は有 効 表 示 画 面(640×480)よ り小 さ くと らな け れ ば な らな

い。 これ は 画面 周 辺 にユ ーザ ーの設 定 に よ って は使 用 不 可 能 な個 所 が存 在 す る か らで

あ る。 例 え ば 、 画 面 ス ク ロ ー ル タ イ プ の ビデ オカ ー ドを使 用 して い る場 合 や 、 ス ク

リー ンセ ーバ ーの ホ ッ トコー ナ ー ・ス リー ブ コーナ ー を設 定 して い る場 合 、 メニ ュ ー

バ ー な どの 設定 を して い る場 合 な どが あ るか らで あ る。 その た め、 周 辺10ド ッ ト程度

の余 裕領 域 を設 定 し、 そ こ に は ク リ ック ポ イ ン トな どの ア イテ ム を配 置 しない方 針 を

とった・ な お、 マ ウ ス ク リ ックな どの ポ イ ンテ ィングエ リア な どは場 合 に よ りそ の場

所 に配 置 す る こ とを認 め る。 これ は、 ポ イ ンテ ィングデバ イ スの 種 類 に よっ ては か な

り広 い許 容誤 差 を必 要 とす るか らで あ る。

2.2コ ン トロール(コ ン トロールアイ コン)

全体の コ ン トロールに関 してはあまり広範囲にマウスカーソルを動か さなくてもよ

いように配慮 した。VGAサ イズの場合、マウスが150カ ウン ト/イ ンチ程度 の場合、画

面対 角で25～30セ ンチメー トルのマ ウス移動範 囲が必要であ り、画面の両端 にクリッ

クポイントを設定するとコン トロールの際にマウス移動量が増大する。そのため、画

面左下にコントロールアイコン(ア イ コンのグループをまとめて コントロールパ レット

と呼ぶ)を 配置 した。 これは地図画面の上下左右端にアイコンを置 く場合に比べ直感的

に劣 る。 どちらが好 ましいかは他のマルチメディアタイ トルと比較 しても容易に結論

がつかない(図2-3、2-4)。 今 回のデー タベースに関 しては画面下左右にもコン

トロールアイコンを設置 してある。これは評価のためあえて不統一を行った結果であ

る・(コ ン トロールアイ コンには機能の異なった2つ のグループ、 ナビゲーシ ョンアイ

コンとブラウジングアイコンがある。 これ らの違いについては後述する)

基本的 なコン トロールアイコンは単純な矢印を採用した。矢印の持つ方向性 と指示性

が最 も適切だと考えたからである。VTRな どに表示され る動作 アイコンなどもJISで

標準化 されてお り、 これ らの利用 も今後検討する必要がある。また、機能停止や注意に

関 してはカラー表示することとした。例えば地図でこれ以上進めない方向は矢印をグ

レー(グ リーキングとい う)に して機能 しないことを表 した り、注意事項には黄色のアイ

コンを表示 した。メニュー選択 については、クリックポイン トを明らかにするために、

立体的な球オブジェクトを使用 しているが、テキス トをクリックしても同一効果を得る

ことができる。立体的な球オブジェクトはそのほかの指示にも利用 している。
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3.デ ー タの 作 成

以上の設計方針 に基づ いてデータベースに使用する各種データを制作 ・収集 した。

制作に関しては実地調査 と撮影、データ収集とデータ(コ ンテ ンツ)作成 を並行 して行 っ

た。 また、既存のデータ(著 作権 フ リー画像 デー タ集 な ど)を 使用 している。

3.1テ キ ス ト

マルチメディア作品ではテキス トの扱いに注意する必要がある。通常のテキス ト表

示(文 字 コー ドに よるフォン ト表示)で はコー ドの違いや搭載 フォン トの有無(等 幅やプ

ロポーシ ョナルな ど)、 プラッ トホームの違いな どに よって表示内容が異なった り、表

示されない、レイアウ トが崩れるなどの問題が考えられる。特 に機種依存文字やJI

S指 定外文字な どは クライア ン ト側の設定により大 きく異なっているため、今回はほ

とんどの文字 をビッ トマップ画面で画像 として表示 した。従 って、動作環境 によらず

表示される文字や レイアウトは同じである。ただし、制作後のテキス ト訂正が困難、

バックグラウンドの表示 との干渉を考慮 しなくてはならないなどのデメリットも存在

する。なお、評価のため部分的に通常のテキス トを使用 している箇所があるが、動作

には影響がない評価部分 にとどめた。

3.1.1文 字 サ イ ズ と視 認 性 の調 査

ビ ッ トマ ップ に よ る文 字 サ イズ と視 認 性 に 関 して詳 細 な調 査 ・検 討 は行 っ て い な

い。 デ ィス プ レー等 の個 体 差 、例 えば、 コ ン トラス ト、輝 度 、 ホ ワイ トバ ラ ンス 、色

温度 、 ガ ンマ 、 リフ レ ッシ ュ レー ト、 フ ォー カ ス、収 差 な どの デ ィス プ レイ条 件 、 部

屋 の照 明 や 窓 な どの 映 り込 み 、 さ らにユ ーザ ーの年齢 、視 力 な どに よ り差 が 生 じる。

通常 ワ ー プ ロ な どは 白バ ッ ク に黒 文 字 が 作 業 性 や人 間工 学 の 面 か ら推 奨 され て い る

が 、 ス ラ イ ドな どの投 影 で は カ ラーバ ックに 白文字(か って の ブル ーバ ック)の 方 が視

認性 が い い と され て い る 。 さ らに、 白内障 気 味 の 人で は、 白バ ックで は黒 文 字 が コ ン

トラス トが 強 く見 に くい とい う調査 もあ り、今 回は子 ど もか ら老 人 まで とい う対 象 の

幅 の広 さか ら、特 に高齢 者 向 け に配慮 した。対 象 と したの は以 下 の 条件 で あ る。

・色 温度9300ケ ル ビ ン、 ガ ンマ1.8の 印 刷 校 正 用 デ ィ ス プ レー(17イ ンチ)、 に

MacintoshのPhotoshop4.0を 使 用 し表 示 した 。

・バ ック カ ラ ーは 白、 グ レー10%～40%ま での10%き ざみ 、 素 材CD-ROMか ら比 較

的無 地 に近 い大 理石 、砂 目、和 紙 な ど をラ ンダム に選 んだ。(こ れ らの選択 につ い
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50パ ーセン トグ

レーのVGA画 面

に9ポ イン トと7

ポ イン トの文字

を表 示 した場

合。アンチエイ

リアスの場合は

文字種類が判別

で きるが、7ポ

イン ト以下 だと

細い字 は読 むこ

とが 難 しい。

バックが白だと

判 読 率 は上 が

る。

図3-1文 字サイズ(1)

上 の画面 を2倍

に拡 大 した場

合。アンチエイ

リアスをかけな

い方が小 さい字

の場合判読 しや

すい。

図3-2文 字サ イズ(2)
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ては元来オーサリングデザイナーなどの感性によって選択 される場合が多いと考

えるが、色彩研究者などの研究の必要性 を感 じる)

文 字 は 中 明 朝 、 中 ゴシ ックの2書 体 。12ポ イ ン ト以 内 で 、 ス ム ー シ ン グ

(smoothing、 アンチエイ リアス ともい う)を かけた もの とかけない ものの2種 類 を用

意 した。

・これ らを複 数の被験者に見せて最 も読みやすかった ものを選んだ
。

なお、一対比較法や数量化などの統計的手法などは行っておらず、通常の官能検査

などに比べて科学的厳密性は低い。

結果として、

①スムーシングをかけるとゴシック、明朝などの文字種が判別 しやす くなる(認 識度

は変 わ らない)。

② ビッ トマ ップで7ポ イン ト(72dpi表示)以 下ではスムーシ ングによる文字の細 りが顕

著とな り、明朝や細いゴシックなどは表示が薄 くなる。

③例えば"檸 檬"な どの複雑 な漢字 で も何 の文字か判読で きないということはない。

これらのことを勘案 して、今回は最小表示サイズは7ポ イン ト、最小 の文字はスムー

シングの中ゴシックとすることにした(図3-1、3-2)。

また、文 章 を読 む とい う点か ら一般 に横書 きよりも縦書きの方が読みやすいといわ

れているが、今回は長文 を表示する可能性が少ないためと、メニューなどの関係でほ

とんどを横書 ぎとした。

3.2地 図 デ ー タ

今回の地図データは全てオリジナルで制作 した。最初は地図データのベースマ ップ

として国土地理院のFDマ ップの使用 を検討 したが、著作権問題やデータ表現の問題な

どか ら、新たに作製 した。地図を トレースするためのベースマップとして千代田区作

成の「医療マ ップ」を使用 した。同マ ップは国土地理院2万5000分 の1地 形 図 を基本 に、

千代 田区内の医療施設をプロットしているが、作成する電子地図のベースマップとし

て適当な情報量を有 している。なお、同地図は皇居内の施設や一部の水系 を割愛 して

いるため、国土地理院の1万 分 の1地 形 図、昭文社 東京都 区分 図な どを用いて補完 ・修

正 している。

作業工程としては、同マップをフラットベッドスキャナでスキャンし、300dpiの'IIFF

ファイル と して保存。 ポス トスク リプ トソフ トのFreeHand(マ クロメデ ィア社)の バ ッ

15



ク グ ラ ウン ドレイヤ ー に貼 り付 け た跡 、 ポ ス トス ク リプ トで トレー ス 、着 色 し、 同 じ

くビ ッ トマ ップ画 像(PICT)で 書 き出 し、AdobePhotoshopへ 受 け渡 した。 その 上 で各 種

カ ラー調 整 、 テ クス チ ャー の付 加 、 ビ ッ トマ ップ調 整 を施 して い る 。 こ の 時 点 で は

JPEGな どの不 可 逆 的 圧縮 は行 っ てい ない 。 なお 、最 近 のDTPに よ る ガ イ ドマ ップの地

図(印 刷 物)は 高 精細TIFFフ ァイ ルが 下 絵 と して表 示 で きるため 、 ほ とん どがFreeHand

に よ り作成 され て い る。 作 成 した地 図 は千代 田 区 全 図 と、16分 割 した部 分 図 、 日比谷

公 園 マ ップ な どで あ る(図3-3、3-4)。

3.2.1地 図 の 表 現

最大640×480の ベース範 囲に地図 をビッ トマ ップ表示するため、その表現方法には限

界がある。従って、サイズや表示内容に適 した表現方法について調査する必要がある。

今回は汎用の電子地図としてアルプス社のア トラスRD、 昭文社 のマ ップル、住友電

工 システムのMAP-FanH、 平凡社の世界大百科事典電子地図(未 発 売)な どを、 また、国

土地理院1/1万 、1/2.5万 、昭文社、国際地学協会 な どの地図を比較検討 した。汎用の電

子地図にいては、広範囲を切れ目な くスクロールさせるため、今回のデータベースと

の関連性はそれほど高 くないが、地図のディスプレー表現の上で参考 とした。

MAP-Fanllに ついては、カーナ ビゲーシ ョンのデジタル地図をベースにした地図で、

その表現方法は基本的にベ クター ラインによる。道路、鉄道、市町村境 などはベク

ターで、公園や ゴルフ場などはベクター閉曲面で表示される。ア トラスRDや マ ップル

な どは複数 解像度 の ラス ター画面 を専用の ドライバーによって表示する。特 にラス

ター方式の場合、広範囲の地域を複数枚の画像で構成 し、そのつなぎ目をいかにス

ムーズに遷移させるかが問題 となる。また、ラスター方式の場合、任意の倍率を表示

させ ることは困難である。

今回はオーサ リングソフ トを使用するため、地図の部分スクロールなどは不可能で

ある。そこで複数の地図を画面 ごとに切 り替える紙芝居型の表現 を行った。この場合

問題 となるのが地図の境界上の対象物や地名などの文字であるが、各地図の周辺に10

パ ーセン ト程度 の重 な り領域 を求め、境界上の複数地図か ら指定することがで きるよ

うにした。また、対象の情報量によって縮尺が異なる複数の地図を作製 している。大

規模 な公園である日比谷公園は特別にサブマ ップとして作成 した。全体の地図デザイ

ンはグレーの線 を基調 とし、建物部分 を薄いグレーで、公園部分 を薄い緑色で表示 し

た。また、主要建造物はピンク、水面 は薄い水色で表現 した。
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3.3画 像 デ ー タ

自然 画像(公 園 の写 真)の 撮 影 は通 常 の カ メ ラ(35mm)お よび デ ジ タル カ メ ラで行 っ

た。 通常 の カ メ ラで撮 影 した写 真 は ポ ジ フ ィル ム は フ ィル ム ス キ ャ ナ、 ネ ガ フ ィル ム

は サ ー ビ ス サ イ ズ に伸 ば した もの を フ ラ ッ トベ ッ ドス キ ャナ で そ れ ぞ れ 入 力 し、

PhotoshopでPICTフ ァイル に変 換 した 。 この 際 、RGBは 各10ビ ッ トで作 成 してい る。 デ

ジ タ ル カ メ ラ に つ い て は有 効 画 素 数35万 画 素 の普 及 サ イ ズ の カ メ ラ を用 い、JPEG

(EXIF)で 記録 した もの をPhotoshdpで 取 り込 みPICTフ ァイル に変換 した 。 いず れ の画像

も コ ン トラス トや カ ラー調 整 な ど多 少 の画 像 補 正 を行 っ て い る。 また取 り込 ん だ画 像

を複 数 の標 準 サ イズ に拡 大 ・縮 小 を行 っ て い る。

使 用 す る画像 フ ォーマ ッ トに関 して は、平 成6年 度 の 「画像 付 き地 図資料 デ ー タベ ー

スの プ ロ トタイプ の作 成 」(現在 、実 用 デ ー タベ ー ス作 成 中)で 検 討 して い るが 、いず れ

の デ ー タ も最 終 的 に16ビ ッ ト減 色 処 理(約3万 色)を 行 い 、 自然 画 像 に最 適 なJPEG

(PICT)フ ォーマ ッ トで記 録 した。 圧 縮 率 はPICT換 算 で約1/16で あ る。 バ ック グ ラウ

ン ドやバ ナー な どに使用 す るテ クスチ ャー は各 種 素材CD-ROMや イ ン ター ネ ッ ト用 素

材 集 か ら転 用 した 。

3.4音 声 デ ー タ

今 回 は音 声 デ ー タ(ナ レー シ ョン、音 楽(ジ ングル)、 効 果音 等)に つ い て は考 慮 して

い ない 。た だ し、 ク リ ック な どが 確 実 に行 われ た か を確 認 す る た め にク リ ック(プ レス

ダ ウ ン)イ ベ ン トに合 わせ 、 な ク リ ック音 を出 す ように して い る。 ク リ ック音 に関 して

は市 販 の フ リー青 原 集 を使 用 し、SoundEdit16で リバ ー ブ効 果 を付 加 して い る。

3.5ム ー ビ ー 等

QuickTimeム ー ビー、パ ノ ラマバ ーチ ャル リア リテ ィ(vR)に 関 して は今 回の デ ー タ

ベ ー スで は考 慮 してい な い。 た だ し、 ムー ビー 、VRに つ い て は素 材作 成 の調査 を別 途

行 っ てお り、今 後 対 応 させ る予 定 で あ る。QuickTimeMOvIEで の圧 縮 別 動作 試験 で は

良好 な結 果 を得 て い る。 ま たVIDEO-CD(MPEG-1)方 式 に つ い て もオ ーサ リ ング との

親 和 性 を検 討 した。.
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4.オ ー サ リ ン グ ソ フ トに よ る デ ー タベ ース の構 築

オーサ リングは様 々な素材 を元 に一つの作品としてまとめる点でDTPに 類似 したシ

ステムであ る。異なるのはDTPが 画像や図表 をテキス トと混在 させ、印刷物 としてフィ

クスさせるのに対 し、オーサ リングではそれらに加えて動画や音声など、時間軸 を伴

う素材 を扱 うことがで きる点である。この機能を利用 して画像 を中心 としたデータ

ベースが構築できる。例えば、画像データベース的な"図 鑑"に ついて も、市販 されて

い るCD-ROM図 鑑 のほ とん どが オーサ リングソフトによって作成 されている。それゆ

え"ガ イ ドブック"に ついて もオーサ リング化が可能で、データベース的に利用できる。

マルチメディア図鑑を調査すると逆ツリー型(後 述)に よる構造 と検 索、 メニューに よ

る検索を基本にしている。これらはデータベースというよりも目次や索引 といった書

籍に近い絞 り込み方法であるが、本データベースもこの方法 を採用 した。

4.1オ ー サ リン グ ツ ー ル の選 択

今 回 は オ ーサ リン グ ツー ル と して オ ラ クル社 の 「OracleMediaObjects(OMO)」 を使 用

した。 マ ルチ メデ ィア タイ トル で一般 的 なMacromedia社 の 「Director」を使 用 しなか っ た

の は、OMOが 、HyperCardに 類 似 した フ ァイ ル構造 を持 ち、 ア ニ メ ー シ ョ ン主体 のDi-

rectorよ り も画 像 デ ー タベ ー ス に向 い て い る と考 えたか らで あ る。 これ は で きあ が った

フ ァイルの こ とを前 者 が 「ス タ ック」、後 者 が 「ムー ビー」と呼 ばれ る こ とか らもわか る。

基 本 的 な情 報 と して 、OMOの ス タ ック はバ ックグ ラ ウ ン ドとカ ー ド、 オ ブジ ェ ク ト

か ら成 り立 っ てい る。 カ ー ドは本 で い えばペ ー ジに相 当 し、 バ ック グ ラ ウ ン ドは そ こ

に載 って い る ノ ン ブル や柱 な どの 共 通部 分(紙 の色 な ど も)に 相 当 す る。 オ ブジ ェク ト

は本 の文 章 や写 真 、 図 な どに相 当 し、 ス タ ックが本 そ の もの とい うわ け で あ る 。 しか

もこの オ ーサ リ ング ツ ー ル に は「デ ー タシ ー ト」と呼 ば れ る、 一種 の デ ー タセ ル を持 っ

て お り、 カ ー ドや オ ブ ジ ェ ク トの検 索が 可 能 であ る(今 回の趣 旨か らはず れ るの で検 証

用 以 外 の ス タ ック で は使 用 して い な い)。

4.2デ ー タベ ース の 構 造

本 ベ ー ス は逆 ツ リー型 、 つ まり幹 か ら枝 に向 か って深 い階層(レ イ ヤ ー)に 向 か って

い く構 造 を持 っ てい る。利 用 者 はそ の ツ リー 内 を"メ ニ ュ ー"で 階層 や 枝(ブ ラ ンチ)間

の移 動 や分 岐 。"ナ ビゲ ー シ ョン(コ ン トロー ル)"で 関連 す る カ ー ドや ブ ラ ンチへ の リ

ン ク。"ブ ラ ウ ジ ン グ(コ ン トロー ル)"で 一 つの ブ ラ ンチ に あ る カ ー ドを順 次 表 示
、 と
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カ ー ドオ ブ ジ ェ ク ト

カ ー ド

カ ー ド

カ ー ドオ ブ ジ ェ ク ト 、 ＼

＼る、

＼'＼

＼ ○

＼ 、

＼'

、

バ ックグラウン ド

バ ックグラウン

ドオブジェク ト

図4-10MOの レイヤー構 造

枝
(ブ ランチ)

③ ブラウ
ジング

① メニュー

・・.一,1・ 、 ….一,2～ ～ ・・.一,31

篭

図4-2デ ー タを探 す3つ の方法

い っ た動作 を行 い、 デ ー タ を探索 ・表 示す る こ とが で きる(図4-1、4-2)。 また、

これ らを行 う には マ ウス な どの ポ イ ンテ ィ ン グデバ イス を使 い、 特 別 な コマ ン ドな ど

は必 要 と しない 。

つ まり、 オ ーサ リ ン グ型 デ ー タベ ース で は メ ニ ュ ー と リ ン クが 検 索 シス テ ムの 中心

とな るため 、 両 者 の選 定 と設計 に は充分 な検 討 が 必 要 とな る 。 しか し実 際 の制作 に当

た っ て は、 ラ ン タ イ ム に 固定 す る まで トライ ・ア ン ド ・エ ラ ー が可 能 で あ り、 ま た

カ ー ドの 追加 、修 正 も容 易 なた め 、最 終 的 な形 に 固定 す る まで は か な り柔軟 な作 業 と

な る。
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企画 ・構成

母

メ ニ ュ ー 、 コ ン トロ ー ル(ナ ビゲ ー シ ョ ン、 ブ ラ ウ ジ ン グ)設 計

骨

データ、コンテンツ設計

e>》
データ(素 材)収 集 構造設計

◎

データ(素 材)作 成 ・加工

s k

オーサリング、プログラミング㍗^`
γ

◎

シ ミュ レ ー シ ョン

図4-3オ ーサ リングの進 め方

4.3オ ーサ リング の 一 般 的工 程

オーサリングの工程は通常のガイ ドブック出版の手順 と類似 している。編集方針の

立案と台割(記 事 の配置)の 作成(全 体 の構成)、 取材 や原稿依頼(素 材 の収集や制作)印

刷(CD-ROMな どへ の書 き込み)と い う工程 を経てオーサ リング作品が制作される(図

4-3)。 オーサ リングISス クリプ ト言語 を使用 したプログラミングの一種であり、出

版編集と同様に特別な技能が要求される。しかし、出版におけるDTPの 普及 と同様 に、

オーサ リング も今後よ り簡単に作成できるようになると考 えられる。

グラフィック素材 に関 してはその収集方法のほかに、解像度、サイズ、階調、フル

カラーでなければ、システムカラー(も しくはWeb)パ レッ トパ ッレッ トを使用す るか、

デ ィザを利用するか、圧縮は どうするか(地 図な らばGIFか 、 自然 画像 な らJPEGか 〉

フォーマ ッ トは どうす るか(PICTかTIFFかBMPか)な どを考 えな くてはな らない し、電

子地図ならばどの ように制作 ・デザインするか、どの情報 を表示するか、表示範囲は

どの程度かなどを検討 しなくてはならない。

音声ならばサ ンプリングレー トやサ ンプリングビッ トはどの程度で よいか、音声

フォーマ ットはsndかAIFFか 、 もしくはMIDIプ ラグイ ンを使用す るかな どを決定 しな

くてはならない。
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もちろん、これらは相互変換可能であるが、映像 も音声 もより低いレー トに変更 し

た場合、元に戻すことは不可能なので、充分考慮する必要がある。

オーサリングスクリプ トは、それら素材 をいかに表示 ・再生させるかを決定するプ

ログラムである。例 えば簡単な例 を示す と、プレゼンテーシ ョンなどに多用 される、

紙芝居のように画面 をクリックすると次々と新 しい画面を表示させる場合、そのため

のスクリプ トは、

onmouseUp

gocard「`A"(次 の カ ー ド な らgonextcard)

endmouseUp

と大変簡単 な構造 をとる。

また、地 図画面で右の地図を表示する場合のスクリプ トは、

onmouseUp

visualeffectscrollleft

gocard"B3"(B3の カ ー ドに 移 動)

endmouseUp

これ で画 面 の右 側 か ら右 の地 図が ス ク ロ ール して現 れ る 。

こ こで ス ク リプ ト言 語(こ こで はOracleMediaTalk、Directorの 場 合 はLINGO)に つ い

て具 体 的 な解 説 は行 わ ない が 、実 際の オ ーサ リ ン グにお い て は これ らス ク リ プ ト言語

を多 用 して ス タ ック(ま た は ム ー ビー)を 制 作 して い く。

4.4デ ー タベ ース プ ロ トタ イ プ の概 要

今 回制作 した プ ロ トタイ プ は次 の よ うな コ ンテ ンツか ら成 り立 っ て い る。

・メニ ュ ー画 面:8画 面(2～4レ イ ヤ ー)

(メ イ ンメ ニ ュ ー 、公 園名 、 町名 、駅 名 、50音 順 な ど)

・地 図画 面:基 本4画 面 、 詳 細16画 面 、 日比谷 公 園3画 面

・公 園 画面:72画 面(1～3レ イヤ ー)

・その他 画 面:48画 面(2～4レ イヤ ー)

・バ ック グ ラ ウ ン ド:18

・カー ド:約240(重 複 を含 む)

・オブ ジ ェ ク ト:約450(重 複 を含 む)

・ス ク リ プ ト:平 均40ス テ ップ ×55種 類(重 複 を含 む)
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図4-4ス タックの構造(概 要)

これはマルチメディアタイ トルとしては少ないが、ノウハウの構築に必要なステッ

プは網羅 している。また、地図の制作や表示について、いままでのオーサ リング作品

にはない試みをい くつか行っている。例 えば、地図の表示階層を制限 して表示の混乱

を避けた り、目的のカー ドへのルー トを複数用意するメニュー構造、サブオブジェク

トの作成 などである。サブオブジェク トは公園以外の施設 と公園を結びつける総合案
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内 を 目指す もの で 、現 在 デ ー タの 充実 を図 るべ く検 討 中の もの で あ る。 また 、一部 の

カ ー ドで は レイ ヤ ー の表 示 ・非 表 示 に よる情報 の制 限 の試 験 も行 っ た。

以 下 図4-5～4-12ま で 開発 中 の画 面 をい くつか 示 す 。 なお 、 当 デ ー タベ ース は

現 在 も構 造 を含 めた 改 良 ・デ ー タの追 加 ・訂正 ・修 正 ・差 し替 え な どを行 っ て お り、

最 終 的 には こ こに示 す もの と大 き く異 な った構 造 にな る可 能 性 が あ る。
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メインメニュー

の画面。ナビ

ゲーションの種

類 を決定する。

図4-7メ イ ンメ ニ ュー 画 面
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図4-8メ イ ン地図B-1の 交通 を表示 し、九段下 をク リック

図3-9九 段下駅周辺カー ド
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図4-12日 比谷公園詳細地図から大噴水 を選んだ画面
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5.オ ー サ リ ン グ 型 デ ー タ ベ ー ス の 今 後

5.1今 後 の課 題

今 回制 作 した プ ロ トタイ プ は、 オーサ リン グ ソフ トを使 っ てマ ル チ メデ ィア型 デ ー

タベ ース が作 成 ・利 用 可 能 か 、 とい う問 題 に ひ とつの 方 向 を示 す もの で あ る。

オ ーサ リ ング に よ る デ ー タベ ー ス の利 用 は、 キ ー ボ ー ドを打 た な くて も使 え る、

デ ー タベ ー ス ソ フ トが 不 要 で あ る、 テ キス ト、画像 、音 声 な どを 自由 に取 り扱 う こ と

が で きる、 とい っ た特 徴 に よ り実現 性 が 高 い 。 さ らに、 デ ー タベ ース の パ ッケ ー ジ化

が 容 易 で あ り、 マ ル チ プ ラ ッ トホ ーム での利 用 が可 能 で あ る な ど、 一般 の デ ー タベ ー

ス ソ フ トに ない特 長 も有 してい る。

一 方
、デ ー タベ ー ス とい う点 か ら見 る と、検 索 機 能 の 弱 さが 最 大 の 問題 で あ る。 今

回 は キー ワ ー ドの表 示(メ ニ ュ ー)で 対 応 した が 、百科 事典 的 な オ ーサ リ ン グ型 デ ー タ

ベ ー ス を構 築 す る場 合 、検 索 部 分 を強化 した オ ーサ リ ン グ ソ フ トの登 場 を待 つ か 、

HTML(SGML)な どの ハ イパ ー テ キス トな ど との結合 を考 え る必 要 が あ る。

5.2今 後 のマルチ メデ ィアデータベ ースの展開予定

今後、マルチメディア化により、データベースはテキス トだけではな く、音声や動

画、アニメーションなどを駆使 したものとなる可能性がある。(財)地 図情報 セ ンター

では地 図 ・地 図資料を扱 うため、特に画像データに注 目し、い くつかの試験的な調査

を行ってきた。今後、 これらノウハ ウか ら、地図や画像 をベースにしたデータベース

の構築を進めてい く予定である。特に、地図啓蒙のためのマルチメディア制作につい

て、具体的な検討 に入ってお り、機関誌「地図情報」の書誌情報マルチメディア化、当

財団出版物の電子出版などが候補に挙がっている。また、マルチメディア博物館「バー

チャル地図情報博物館(仮 称)」について も具体化 をしたい と考えている。

CD-ROMに 代表 される電子出版 は、い ままであまりに少部数で採算に合わなかった

様 々な分野の出版物 に応用 されてい く可能性がある。マルチメディア型データベース

も、特定(特 殊)分 野 のデー タや、画像 な どの オンラインでは重いデータベースで利用

されるのではないだろうか。

5.3今 後の電子地 図の展 開

ガイ ドブ ックのランダムアクセス性 という点から見て、マルチメディアによるガイ

ドブックのシミュレーシ ョンはかな り有望なものと考 えられる。それは書籍 というラ
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ンダムアクセス可能なメディアに対 し、やはり非 シーケンシャルなマルチメディアと

いうものが類似 した性格 をもつか らである。超小型パ ソコンなどが普及 し、携帯性の

面で書籍 と同等 になった場合、カーナビゲーションシステムとの連携により、現在地

と周辺状況、そのガイ ドやルー ト設定などをシステム化 した電子ガイ ドブックなどが

実現すると考えられる。

また、地図帳(ア トラス)に つい て も、従 来の百科事典 ア トラスに対応するような電

子地図帳が1998年 春 に出版 され る予 定であ り、 この分野にますます電子地図が展開 し

てい く第一歩 となる。

今後、地図 とマルチメディアとい う2つ の分 野の相互展 開 に注 目 したい。
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資 料

オーサ リング対象 とした千代田区内の公園一覧

千代田区立都市公園

清水谷公園

東郷元帥記念公園

紀 尾 井 町2-1

千鳥ヶ淵公園

三宅坂小公園

富士見児童公園

九段坂公園

西神田公園

神保町愛全公園

錦華公園

神田橋公園

宮本公園

淡路公園

神田児童公園

練成公園

芳林公園

常盤橋公園

佐久間公園

龍閑児童公園

和泉公園

秋葉原児童公園

内神田尾嶋公園

三 番 町18

麹 町1-2、 一 番 町2

隼 町4-3

富 士 見1-1-16

九 段 南2-2-18

西 神 田2-3-11

神 田神 保 町2-20

猿 楽 町1-1-2

神 田 錦 町1-29

外 神 田2-16-9

神 田 淡 路 町2-27

神 田 司 町2-2

外 神 田6-11-19

外 神 田3-5-18

大 手 町2-7-2

神 田 佐 久 間 町3-21

岩 本 町1-14-1

神 田 和 泉 町1

神 田佐 久 間 町1-18

内神 田1-5-14

都立公園 ・国民公園など

外濠公園

千鳥ヶ淵戦没者墓園

国会前庭

富士見2丁 目先、九段北4丁 目先、五番町先

三番 町2

永 田町1丁 目
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北の丸公園

皇居東御苑

皇居外苑

日比谷公園

北の丸公園

千代田

皇居外苑

日比谷公園

一一部 オーサ リング対象 とした千代 田区内の公園一覧

区立児童遊園

五番町児童遊園

心法寺児童遊園

平河天神児童遊園

飯田橋児童遊園

中坂児童遊園

堀留北児童遊園

堀留南児童遊園

姐橋児童遊園

三崎町児童遊園

神三児童遊園

錦三会児童遊園

鎌倉児童遊園

柳森神社児童遊園

佐久間橋児童遊園

和泉橋南西児童遊園

和泉橋南東児童遊園

地蔵橋西児童遊園

地蔵橋東児童遊園

お玉が池児童遊園

いずみ児童遊園

岩本町2丁 目児童遊園

美倉橋北児童遊園

美倉橋西児童遊園

美倉橋東児童遊園

五 番 町12先

麹 町12先

平 河 町1-7-5

富 士 見2-9-1

九 段 北1-13-1

飯 田橋2-1-1

九 段 北1-6-9

九 段 北1-1-1

三 崎 町2-12-12

神 田 神 保 町3-10

神 田 錦 町3-3

内 神 田3-1-2

神 田 須 田 町2-25

神 田 佐 久 間 町1-11

神 田 岩 本 町15

岩 本 町3-11-16

神 田 美 倉 町10

岩 本 町1-1-1

岩 本 町2-5-1

神 田 和 泉 町1

岩 本 町2-18-6

東 神 田2-3-1

東 神 田2-8-16

東 神 田2-8-16
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左衛門橋北児童遊園

左衛門橋南児童遊園

東 神 田3-1-17

東 神 田2-8-1

こどもの広場 ・広場

麹町こどもの広場

富士見こどもの広場

飯田橋こどもの広場

昌平橋東橋詰広場

昌平橋西橋詰広場

四谷駅前広場

秋葉原駅前広場

こどもの池

東郷公園こどもの池

半蔵門こどもの池

麹 町6-2先

富 士 見1-6-7

飯 田 橋3-12

外 神 田1-1先

外 神 田2-1

麹 町6-6先

外 神 田1-18-1

神田公園こどもの池

芳林公園こどもの池

和泉公園こどもの池

岩二こどもの池

三番町18東 郷元帥記念公 園内

麹 町1-2千 鳥 ヶ淵公 園内

神 田司町2-2神 田児童公 園内

外神 田3-5-18芳 林公 園

神 田和泉 町1和 泉公 園内

岩本町2-18-6岩 本 町二丁 目児童遊 園内

インデックスの対象 とした千代 田区内の町丁 目(50音 順)

飯田橋 一番町

*内 神 田 内幸町

鍛冶町 霞が関

【神 田 はサブメニューとして作成】

神田相生町

神田岩本町

神田北乗物町

神田佐久間町

神田駿河台

神田富山町

岩本町

大手町

*内 神 田、外神 田、西神 田、東神 田含 む

神田淡路町

神田小川町

神田紺屋町

神田神保町

神田多町

神田錦町
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神田和泉町

神田鍛冶町

神田佐久間河岸

神田須田町

神田司町

神田西福田町



神田練塀町

神田東松下町

神田美倉町

紀尾井町

九段北

五番町

*外 神田

*西 神田

*東 神田

平河町

三崎町

六番町

神田花岡町

神田平河町

神田美土代町

北の丸公園

皇居外苑

猿楽町

千代田

二番町

一ツ橋

富士見

有楽町

神田東紺屋町

神田松永町

(以上神田サブメニュー)

九段南

麹町

三番町

永田町

隼町

日比谷公園

丸の内

四番町

秋葉原駅

飯田橋駅

市ケ谷駅

イ ンデ ックスの対象 とした千代 田区内の駅(50音 順)

JR東 日本

外神田1-17-6

御茶ノ水駅

神田駅

水道橋駅

東京駅

有楽町駅

飯 田 橋4-10-2

五 番 町2

神 田 駿 河 台2-6

神 田 鍛 冶 町2-13-1

三 崎 町2-22-1

丸 の 内1-9-1

有 楽 町2-9-1

営団地下鉄

銀座線

末広町駅

神田駅

溜池山王駅(南北線)

丸の内線

淡路町駅

ダトネ申出4-7-3

神 田 須 田 町1-16

永 田 町2-11-1

神 田淡 路 町1-2
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大手町駅(半蔵門線)

東京駅

霞ケ関駅(日 比谷線 ・千代 田線)

国会議事堂前駅(千代田線)

日比谷線

秋葉原駅

大 手 町1-6-1

丸 の 内1-6-5

霞 が 関2-1-2

永 田 町1-7-1

日比谷駅(千代田線)

東西線

飯田橋駅

九段下駅

神 田佐 久 間 町1-21

有 楽 町1-5-1

竹橋駅

大手町駅

千代田線

新御茶ノ水駅

飯 田 橋4-10-3

九 段 南1-6-1

一 ツ 橋1 -1-1

大 手 町2-1-1

二重橋前駅

有楽町練

布ケ谷駅

神 田駿 河台3

丸 の 内2-3-1

麹町駅

永田町駅(半蔵門線、南北線)

桜田門駅

有楽町駅

半蔵門線

半蔵門駅

神保町駅

都営地下鉄

市ケ谷駅

岩本町駅

小川町駅

大手町駅

九段下駅

神保町駅

内幸町駅

九 段 北4-4-1

麹 町3-2

永 田 町1-11-28

霞 が 関2-1-1

有 楽 町1-11-1

麹 町1-6

神 田神 保 町2-2

九 段 南4-8-22

神 田 岩 本 町1

神 田 小 川 町1-6

丸 の 内1-3-1

九 段 北1-13-19

神 田 神 保 町2-7、 同1-9

内 幸 町2-2-3
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日比谷駅 有 楽 町1-13-1

今後インデックスに追加 ・整備する予定の公共機関

千代田区役所

番町出張所

番町丸の内出張所

富士見出張所

神保町出張所

神田公園出張所

万世橋出張所

和泉橋出張所

千代田区公会堂

主な郵便局

神田郵便局

九 段 南1-6-11

麹 町2-14

丸 の 内3-6-9

富 士 見1-6-7

西 神 田2-3-15

神 田 司 町2-2

外 神 田1-1-11

神 田 岩 本 町15

九 段 南1-6-17

麹町郵便局

東京中央郵便局

主な国の機関

霞が関詳細マップから検索予定。

主な図書館

国立国会図書館

神 田 淡 路 町2-12

九 段 南4-5-9

丸 の 内2-7-2

区立千代田図書館

四番町図書館

都立日比谷図書館

主な博物館 ・美術館

科学技術館

交通博物館

永 田 町1-10-1

九 段 南1-6-11

四 番 町1

日比 谷 公 園1-4

国立近代美術館

主なホール ・劇場

岩波ホール

北 の丸 公 園2-1

神 田須 田町1-25

北 の丸 公 園3-1

東 京 国際 フ ォー ラム

日本武道館

神 田神 保 町2-1

丸 の 内3-5

北 の丸公 園2-3
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日比谷公会堂

芸術座

国立劇場

帝国劇場

東京宝塚劇場

日生劇場

国立劇場演芸場

日比 谷 公 園1-3

有 楽 町1-2-1

隼 町4-1

丸 の 内3-1-1

有 楽 町1-1-3

有 楽 町1-1-1

隼 町4-1
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